
　
三
月
三
十
一
日
を
以
っ
て
、
養
老
牛
中
学
校
と
西�

竹
中
学
校
が
閉
校
。
中
学
校
や
地
域
で
は
、
在
籍
生�

徒
数
の
減
少
と
子
供
た
ち
の
将
来
を
考
え
た
最
後
の�

選
択
を
し
た
。
地
域
と
と
も
に
長
い
歴
史
を
刻
み
、�

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
育
ん
だ
学
び
舎
も
　
ふ
さ
わ�

し
い
潮
時
　
を
迎
え
て
の
閉
校
と
な
っ
た
。�

��

養老牛小中学校卒業式、中学校閉校式（3月11日）�

  西竹中学校閉校式（3月24日）�
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山下智恵美さん�（卒業生）� 石川 誠二くん�寺坂 允志くん�味元 一幸くん� 株田 祐希さん�
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閉
校
式
で
は
、
来
賓
を
代
表
し
て

西
澤
町
長
か
ら
「
新
し
い
学
校
で
も

自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
本
校
で
学
ん

だ
尊
い
体
験
を
活
か
し
て
大
い
に
活

躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
、
地

元
養
老
牛
か
ら
は
、
連
合
町
内
会
寺

坂
会
長
が
「
中
学
校
で
の
思
い
出
が

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
や
社
会
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」、
中
学
校
閉
校
実
行
委

員
会
井
野
会
長
は
「
地
域
の
子
供
た

ち
の
将
来
に
大
き
な
成
果
と
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
が

閉
校
式
で
の
式
辞
を
行
っ
た
。

最
後
は
、
中
標
津
町
教
育
委
員
会

近
野
委
員
長
の
閉
校
宣
言
に
よ
り
養

老
牛
中
学
校
五
十
八
年
の

歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ

た
。閉

校
宣
言
を
終
え
た
会

場
で
は
、
卒
業
生
、
在
校

生
に
よ
る
最
後
の
演
奏
会

が
催
さ
れ
、
感
謝
を
込
め

た
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。

閉
校
式
の
締
め
は
、
在
校
生
と
式
参

列
者
に
よ
る
ア
ー
チ
で
卒
業
生
が
送

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
新

た
な
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。

卒
業
生
か
ら
「
今
日
で
学
校
生
活

と
も
お
別
れ
で
す
。
み
ん
な
と
の
沢

山
の
思
い
出
を
胸
に
、
進
学
し
て
も

頑
張
り
ま
す
」「
学
校
が
無
く
な
る

の
は
寂
し
い
で
す
が
、
こ
の
学
校
で

卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
」「
九
年
間

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
在
校
生
や
先
生
、
そ
し
て
父
兄
へ

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
た
。

中
標
津
町
立
養
老
牛
中
学
校
は
、
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
を
以
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
。

こ
の
た
び
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
第
五
十
八

回
中
学
校
卒
業
式
、
第
七
十
六
回
小
学
校
卒
業
式
が
三

月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
荒
井
校
長
か
ら
「
地
域
の
伝
統

と
気
風
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
に
役
立
つ
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
父
兄
や
地
域
、
学

校
関
係
者
約
百
名
に
見
守
ら
れ
る
な
か
、
中
学
校
の
閉

校
式
と
な
っ
た
。

卒業証書を受け取る寺坂允志くん

養老牛中学校で最後の式辞となった
荒井校長

式典に出席した同窓生と地域の面々

閉校式を見守る関係者

在校生からお別れの言葉と
花が贈られた

卒業生と在校生で作られた記念の
木工品とテーブル

卒業証書と在校生から贈られた花束最後の卒業生を送り出した
養老牛中学校

母校と地域への感謝を込めた演奏会

閉校宣言
近野教育委員長

閉校実行委員長
井野氏

地域を代表して
連町会長 寺坂氏

来賓代表
西澤町長

養老牛小中学校卒業式

中学校閉校式



中
標
津
町
立
西
竹
中
学
校
は
、
四
十
九
年
の
歴
史
に

ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を

以
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
。

西
竹
中
学
校
で
は
、
在
学
生
・
同
窓
生
、
地
域
関
係

者
を
集
い
、
三
月
二
十
四
日
本
校
体
育
館
を
会
場
と
し

て
閉
校
式
典
を
行
っ
た
。

式
典
で
は
、
本
校
で
活
躍
さ
れ
た

故
人
（
同
窓
生
、
教
員
な
ど
）
を
偲

ん
だ
黙
祷
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
中
標

津
町
教
育
委
員
会
よ
り
近
野
委
員
長

が
告
示
を
述
べ
、
閉
校
式
典
委
員
会

を
代
表
し
て
須
崎
智
委
員
長
が
挨
拶

し
、
そ
の
な
か
で
「
こ
の
地
域
で
半

世
紀
を
過
ご
し
た
中
学
校
の
閉
校
は

と
て
も
寂
し
い
が
、
地
域
に
根
ざ
し

た
教
育
が
望
ま
れ
る
」と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
中
標
津
町

よ
り
下
村
助
役
が
「
中
学
校
の
歴
史

と
伝
統
を
守
っ
た
の
は
、
地
域
の
努

力
の
た
ま
も
の
で
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

そ
の
後
、
式
典
参
列
者
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
在
校
生
か
ら
同
窓
生
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、
同
窓

生
か
ら
「
中
学
校
で
の
経
験
が
、
今

で
も
自
信
に
な
っ
て
い
る
」「
地
域
、

人
と
の
深
い
結
び
つ
き
、
お
互
い
が

助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
」
と
貴
重
な
話
し
を
聞
く
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
子
供
た
ち
か
ら

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
合
唱
「
春
に
」
が
贈
ら
れ
、

「
西
竹
中
学
校
で
卒
業
し
た
い
」
と

の
思
い
が
伝
え
ら
れ
た
。
最
後
は
、

み
ん
な
で
作
っ
た
〝
ク
ス
玉
〞
か
ら

「
さ
よ
な
ら
西
竹
中
学
校
」
と
書
か

れ
た
垂
れ
幕
に
て
閉
校
式
典
が
閉
会

さ
れ
た
。

3

同窓生から当時の思い出が…「西竹中学校で卒業したい」との
思いが…

在校生と卒業生による
最後の合唱「春に」

出席者全員で校歌斉唱

故人を偲んで出席者全員で黙祷

閉校式を見守る出席者

閉校式
実行委員長
須崎委員長

教育委員会
近野委員長の
告示

大型スクリーンに写し出された
思い出の写真

小学生の思いが込められた〝さようならにしたけ中学校〟と書かれたプラカード

思い出が詰まった校舎

西竹中学校
閉 校 式
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元気なおじいちゃん、
　おばあちゃんの紹介

計
根
別
地
区
で
〝
わ
ら
じ

づ
く
り
〞
に
励
む
元
気
な
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
桜
井
門
治
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

桜
井
門
治
さ
ん
は
、
大
正

九
年
生
ま
れ
の
八
十
六
歳
。

小
学
校
三
年
生
の
時
か
ら
作

っ
て
い
た
〝
わ
ら
じ
〞
を
今

で
も
趣
味
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。「
サ
イ
レ
ー
ジ
に

撒
い
て
い
る
ヒ
モ
が
も
っ
た

い
な
い
」
と
ト
ワ
イ
ン
を
使
い
、
草
履
か
ら
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
も
の
ま

で
部
屋
中
に
数
百
個
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
わ
ら
じ
づ
く
り
も
、
ト
ワ
イ
ン
の
染
色
か
ら
編
み
込
み
ま
で

下
準
備
だ
け
で
も
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
ト
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
る
油

分
を
落
と
す
た
め
の
洗
浄
、
染
め
粉
を
使
っ
た
染
色
、
食
塩
と
酢
を

用
い
た
色
止
め
、
ヒ
モ
を
作
る
ド
リ
ル
を
使
っ
た
編
み
込
み
作
業
な

ど
、
い
く
つ
も
の
作
業
工
程
を
終
え
て
初
め
て
わ
ら
じ
が
作
ら
れ
ま

す
。
わ
ら
じ
づ
く
り
が
始
ま
る
と
針
金
で
作
っ
た
特
性
の
編
み
込
み

針
に
て
細
か
い
作
業
が
続
き
、
一
足
作
る
の
に
約
三
十
分
。
神
経
を

集
中
さ
せ
て
の
作
業
で
す
か
ら
一
足
作
る
と
十
五
〜
三
十
分
の
休
憩

が
必
要
の
よ

う
で
す
。

そ
ん
な
桜

井
さ
ん
の
日

課
は
、
朝
三

時
の
起
床
、

四
時
半
か
ら

自
ら
の
朝
食

を
つ
く
り
、

洗
濯
ま
で
も
自
分
で
行
う
と
い
う
元
気
で
働
き
者
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
。
一
時
間
の
散
歩
と
ド
ラ
イ
ブ
も
欠
か
さ
な
い
と
か
。

長
生
き
の
秘
訣
は
？
と
尋
ね
る

と
「
野
菜
を
主
体
と
し
て
、
朝
と

昼
は
た
く
さ
ん
食
べ
、
夕
食
は
少

な
め
に
（
朝
と
昼
は
ド
ン
ブ
リ
で

食
べ
る
と
か
？
）」
そ
れ
と
大
切

な
の
は
「
余
計
な
神
経
を
使
わ
な

い
こ
と
か
な
？
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

現
在
で
は
、
交
通
安
全
協
会
に

毎
年
百
足
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
幼
稚
園
児
が
作
っ
た
折

り
紙
と
あ
わ
せ
て
、
道
行
く
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
趣
味
の
〝
わ
ら
じ

づ
く
り
〞
と
九
人
の
大
家
族
に
囲

ま
れ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

計根別地区　桜井　門治さん（86）

5月31日は自動車税の納期限です�5月31日は自動車税の納期限です�
今年も自動車税の季節を迎えました。納期内納税にご協力をお願いいたします。�

　～納税に関するご相談は～　根室支庁総務部税務課納税係　TEL（0153）24-5440（税務課直通）�

桜井さんご自慢の〝ぞうり〟

交通安全協会に贈られている
ミニチュアの〝ぞうり〟

自作の専用台で〝わらじ〟づくり

〝ぞうり〟づくりに欠かせない７つ道具 親切で丁寧な説明をしてくれました 細かい作業が続き、真剣な表情の桜井さん
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計
根
別
農
協
酪
農
対
策
協
議
会
で

は
、
会
員
相
互
の
結
束
力
を
高
め
、

第
五
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
に
基
づ

き
、
良
質
で
安
定
し
た
生
乳
生
産
を

目
的
と
し
た
事
業
の
展
開
を
図
る
べ

く
、
三
月
二
十
二
日
農
協
会
議
室
に

て
酪
対
役
員
、
総
代
、
関
係
者
の
約

五
十
名
に
よ
り
第
十
三
回
定
期
総
代

会
を
開
い
た
。

総
代
会
は
、
北
村
篤
さ
ん
（
本
別
）

を
議
長
と
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、

平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
と
し
て

「
生
乳
生
産
で
は
、
離
農
・
休
農
者

の
増
加
と
繁
殖
成
績
の
低
下
に
よ
る

減
産
傾
向
、
目
標
を
下
回
る
八
八
、

八
七
六
ト
ン
と
な
る
見
込
み
。ま
た
、

乳
質
改
善
で
は
、
体
細
胞
三
〇
・
九

万
以
下
ク
リ
ア
率
が
目
標
で
あ
る
九

五
・
〇
％
を
達
成
し
、
管
内
・
全
道

的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
平
成
十
七
年
度

で
は
、
継
続
さ
れ
る
事
業
と
農
協
全

体
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
乾
乳
牛
の
ベ

ス
ト
な
飼
養
管
理
と
チ
ー
ズ
消
費
拡

大
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
」
と
新
た
な

取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。

出
席
し
た
総
代
か
ら
は
「
乳
房
炎

対
策
を
含
め
た
エ
サ
の
給
与
指
導
を

し
て
欲
し
い
」
と
飼
料
給
餌
の
改
善

を
求
め
た
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

本
年
度
も
安
定
し
た
酪
農
経
営
を
目

指
し
た
事
業
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

乾
乳
牛
の
適
正
な
飼
養
管
理
と�

　
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
…�

第
十
三
回
計
根
別
農
協
酪
農
対
策
協
議
会
定
期
総
代
会�

�

三
月
十
九
日
、
農
協
和
室
に
て
毎
月
の
例
会
で
あ
る
『
手

つ
な
ぎ
の
会
』
打
ち
合
わ
せ
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
北
村
照
子
さ
ん
に
新
聞
の
カ
ラ
ー
面
を
使
用
し

た
〝
ち
ぎ
り
絵
〞
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

お
手
本
と
実
物
を
見
な
が
ら
新
聞
を
ち
ぎ
り
、
の
り
づ
け

を
し
て
の
作
成
と
な
り「
い
や
〜
、
た
の
し
い
わ
ぁ
〜
」「
こ

れ
は
い
い
ね
ぇ
〜
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
な
ど
、
み
な
さ

ん
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

会
員
み
ん
な
で
楽
し
く
取
り
組
ん
だ
絵
手
紙
づ
く
り
、
今

月
か
ら
入
会
し
た
本
別
地
区

の
相
澤
舞
子
さ
ん
も
な
か
な

か
の
腕
前
で
し
た
。

絵手紙づくりにチャレンジする手つなぎ会員

〝ちぎり絵〟で見事な作品が完成 器用な手つきで思い思いの作品が…



Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部
で
は
、
部
員

の
力
を
結
集
し
、女
性
の
地
位
向
上
、

Ｊ
Ａ
運
動
へ
の
参
画
、
協
同
活
動
に

よ
る
住
み
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
今
年
で
第
四
十
九
回
と

な
る
通
常
総
会
を
開
い
た
。

総
会
で
は
、
部
員
四
十
七
名
が
出

席
し
、
水
沼
部
長
の
挨
拶
に
よ
り
総

会
が
進
め
ら
れ
た
。
来
賓
か
ら
は
、

出
席
者
を
代
表
し
て
纐
纈
組
合
長
が

「
昨
年
の
乳
質
改
善
に
対
す
る
皆
様

の
ご
苦
労
に
感
謝
し
ま
す
。
消
費
拡

大
も
自
ら
が
味
を
確
か
め
、
自
信
を

持
っ
て
消
費
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
手
取
り
乳
価

が
下
が
っ
た
現
状
を
深
刻
に
受
け
止

め
、
経
営
経
費
・
生
活
費
の
見
直
し

が
女
性
の
大
き
な
仕
事
で
す
」
と
話

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
影
山
青
年
部
長

か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
の
女
性
が
輝
く

た
め
に
も
、
人
の
輪
、
地
域
の
輪
を

大
切
に
謙
虚
な
気
持
ち
を
持
っ
て
、

部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
手
を
と
り

頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

議
事
に
移
る
と
大
友
佳
子
さ
ん

（
計
根
別
）
が
議
長
に
推
薦
さ
れ
、

個
性
あ
る
話
術
が
会
場
を
沸
か
せ
、

楽
し
く
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
が
進
行
さ

れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
部
員
か
ら
は

「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
各

支
部
か
ら
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を

作
り
、
地
域
交
流
も
含
め
て
行
っ
て

欲
し
い
」「
青
年
、
女
性
部
に
よ
る

チ
ー
ズ
販
売
を
継
続
し
て
欲
し
い
」

「
チ
ー
ズ
研
修
を
増
や
し
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
本
年
度
の

女
性
部
活
動
を
推
進
す
る
う
え
で
充

分
検
討
し
た
い
と
の
事
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
選
考
委
員
会
を
設
け
て
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
宍
戸
悦
子
さ
ん

（
大
成
）
を
選
考
委
員
長
と
し
た
各

支
部
の
選
考
委
員
に
よ
り
新
三
役
が

決
定
さ
れ
た
。

部
　
長
　
西
丸
ア
ヤ
子
（
上
標
津
）

副
部
長
　
中
垣
　
直
美
（
本
　
別
）

〃
　
　
渡
辺
　
広
美
（
大
　
成
）

監
　
事
　
長
谷
川
希
美
（
西
　
竹
）

〃
　
　
株
田
　
敏
子
（
養
老
牛
）

〃
　
　
渡
辺
　
初
美
（
計
根
別
）

午
後
か
ら
は
、
昼
食
を
と
り
な
が

ら
中
標
津
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
製

作
、
販
売
す
る
（
有
）
ウ
ッ
デ
ィ
ー

ク
ラ
フ
ト
の
加
藤
孝
則
氏
を
招
き
、

国
内
外
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事
例
が
紹

介
さ
れ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
プ
ラ
ン

や
ポ
イ
ン
ト
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
映
像
に
部
員
の
視
線
も
釘
付
け

と
な
る
ほ
ど
の
講
習
会
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
本
年
度
の
女
性
部
活
動

推
進
に
あ
た
り
、
よ
り
充
実
し
た
事

業
内
容
と
致
し
た
く
、
部
員
皆
様
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【
十
七
年
度
事
業
計
画
】

○
部
員
の
参
加
意
識
を
高
め
、
仲

間
づ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

努
め
る

○
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
運

動
○
環
境
整
備
な
ど
地
域
づ
く
り
の

一
助
と
な
る
活
動
の
展
開

○
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
運
動
と
家
計
簿

記
帳

○
各
種
学
習
会
、
講
習
会
の
開
催

○
趣
味
を
活
か
し
た
親
睦
と
憩
い

の
場
を
提
供

新三役が決定され、
新年度事業に大きな期待が寄せられた通常総会

ＪＡ計根別女性部第49回通常総会

8

総会の議長を任され、壇上で挨拶する大友さん（計根別）

出席者全員で新JA女性の歌を…

新年度三役が勢揃いZ

フレッシュミズからも多くの部員が参加しました
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年部　　　版�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．映画、音楽鑑賞、海水魚飼育�
Ｑ２．趣味で音楽鑑賞とありますが、おすすめは？�
Ａ２．ヘイリーウェスターナの「Pure」ですZ何それ？と思う�
　　　かもしれませんが、きっと聞いたことがあるはずです。�
Ｑ３．今あなたがハマっていることは？�
Ａ３．乳検成績をくまなく見ることとセブンイレブンのメロンパン�
Ｑ４．今年の目標は？�
Ａ４．体脂肪率18％までダウンさせるZ何とかしないと今年の�
　　　駅伝がとても心配�
Ｑ５．今後、どのような酪農をしたいですか？�
Ａ５．どこまでいっても繁殖命Z数年かけて平均産次数3.7産を�
　　　目指します。�
Ｑ６．友達を紹介してください。�
Ａ６．砂越健一くんです。�
Ｑ７．なぜ砂越くんを選んだのですか？�
Ａ７．青年部員の中では、数少ない同級生のひとりだから…�

中村  正博（養老牛支部）�
Ｓ52．２．９　28才�

年　　　　　式／昭和46年式（1971）�
最　高　出　力／4.5PS（でも実際は3.0PS以下だと思う。走らないZ）�
購　入　時　期／平成16年９月�
購入のキッカケ／川北の友人から話があった�
購　入　金　額／20,000円�
な ぜ 原 付 ？／①免許が無い　②貰い物が多い　③燃費がいい�
お 気 に 入 り／バイクのデザイン�
思　　い　　出／キャブの調子が悪く、二瓶牧場からスタンドまでの�
　　　　　　　　坂を昇れなかった。�
�

　今月の逸品館は、1969年にレジャー用のバイクとして誕生し
た〝ＤＡＸ〟の紹介です。�
　ＤＡＸと言えば折り畳み式のハンドルなどで、乗用車のトラ
ンクにも積める便利さに人気を集めたバイクです。�
　オーナーは、ＤＡＸの他にも50㏄のバイクを４台所有してお
り、この愛車たちとの思い出を語ってくれました。「一日の最
高走行距離は、帯広を往復した400㎞。温根湯も行ったかな？」
「弟子屈～養老牛間で同じバイクに三度も追い越されて恥ずか
しかった」「昨年８月に中標津の帰りに車でハネられ、バイク
を壊してしまった」「バイク５台の購入費は10万円だったけど、
修理代はいくらかかったのだろう？」と楽しそうに話してくれ
ました。�
　旧車の原付バイクにこだわり続けるオーナー、いつまでも愛
車との楽しい時間を過ごしてください。�
�
　忙しい時期にも関わらず取材にご協力して頂き、本当にあり
がとうございました。�
�
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「
ヒ
ー
ロ
ー
」

青
年
部
広
報
部
会

あ
る
雑
誌
に
「
ヒ
ー
ロ
ー
受
難
の
時
代

…
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
そ
の

内
容
に
よ
れ
ば
、
今
の
子
供
や
若
者
に
は

ヒ
ー
ロ
ー
不
在
の
ケ
ー
ス
が
多
い
と
書
か

れ
て
い
た
。

そ
の
雑
誌
を
一
通
り
読
み
終
え
た
頃
、

自
分
の
中
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
思
い
起
こ
し
て

み
た
。
幼
き
頃
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。
プ

ロ
レ
ス
に
興
味
を
持
っ
た
少
年
時
代
は
、

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
そ
し
て
前
田
日
明
。
学

生
時
代
は
尾
崎
豊
。
社
会
に
出
て
か
ら
は

中
嶋
悟
と
土
屋
圭
市
。

栄
光
の
陰
で
一
人
思
い
悩
む
天
才
に
憧

れ
、
影
響
さ
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
今
は
…
い
な
い
。そ
れ
も
当
然
、

私
は
す
で
に
彼
ら
の
黄
金
期
よ
り
年
を
と

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。

折
し
も
時
は
新
年
度
。
我
が
青
年
部
も

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
新
し
い
部
員
も

入
部
し
ま
す
。
〝
ヒ
ー
ロ
ー
〞
は
現
れ
る

の
だ
ろ
う
か
？
昔
の
少
年
達
は
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
と
し
よ
う
。

購
買
事
業
部
と
青
年
部
で
は
、
次
年
度
の
良
質
な
粗

飼
料
生
産
を
目
指
す
べ
く
、
適
正
な
施
肥
と
生
産
コ
ス

ト
低
減
に
向
け
て
三
月
十
八
日
、
ふ
ぁ
ー
ま
っ
く
会
議

室
に
て
部
員
・
関
係
者
を
含
め
た
約
三
十
名
が
集
い
肥

料
学
習
会
を
開
い
た
。

学
習
会
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
生
産
資
材
課
吉
田
課
長
よ

り
、
現
在
も
高
騰
す
る
肥
料
価
格
情
勢
が
説
明
さ
れ
、

購
買
事
業
部
か
ら
は
系
統
肥
料
自
主
推
進
の
意
義
と
在

り
方
を
学
び
、
自
主
推
進
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

さ
ら
に
、
普
及
セ
ン
タ
ー
浜
本
氏
か
ら
堆
肥
・
土
壌
分

析
に
よ
り
草
地
を
把
握
し
、
適
正
な
施
肥
に
努
め
、
牧

草
の
生
産
性
と
採
食
性
を
高
め
て
欲
し
い
と
話
さ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
近
年
、
減
肥
傾
向
が
進
む
な
か
、

Ｂ
Ｂ
肥
料
主
体
の
施
肥
で
影
響
は
な
い
の
か
？
」「
主

要
銘
柄
の
集
約
率
を
よ
り
高
め
て
、
安
価
で
安
定
し
た

供
給
を
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
充
実
し
た
内
容
で
の

学
習
会
と
な
っ
た
。

良
質
な
粗
飼
料
生
産
を
目
指
し
て
　
青
年
部
肥
料
学
習
会�

�

学習会で肥料価格情勢を説明したホクレン生産資材課吉田課長

普及センター浜本氏が講師となり、適正な施肥で良質な粗飼料生産を…
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三
月
八
日
、
養
老
牛
支

部
で
は
部
員
十
名
の
参
加

に
よ
り
、
健
康
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
標
津

町
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
保

険
士
の
西
山
さ
ん
、
亀
井

さ
ん
の
二
人
の
講
師
を
招

き
、
部
員
の
握
力
等
の
体

力
測
定
、
血
圧
、
血
糖
値

測
定
等
の
健
康
診
断
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
元
に
し

た
診
断
表
の
見
方
、
気
に

な
る
項
目
に
関
し
て
の
注

意
事
項
を
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

体
力
測
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
齢
の
平
均
値
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
少
し
で
も
良
い
記
録
を
得
よ

う
と
何
度
も
挑
戦
す
る
部
員
が
い

た
り
、
ま
た
体
脂
肪
を
測
定
す
る

こ
と
で
自
分
の
肥
満
度
合
い
を
判

定
す
る
の
で
、
そ
の
結
果
に
ガ
ッ

カ
リ
す
る
部
員
も
い
た
り
と
絶
え

ず
笑
い
の
あ
る
講
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
昨
今
の
健
康
ブ
ー
ム
で

意
外
と
体
に
関
し
て
詳
し
い
部
員

が
多
く
、
講
師
の
方
も
「
こ
ち
ら

が
返
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
す
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。最

後
に
、
保
険

士
さ
ん
か
ら
の
お

願
い
で
す
が
「
人

間
ド
ッ
ク
等
の
健

康
診
断
を
健
康
な

う
ち
に
進
ん
で
受

け
ま
し
ょ
う
。
そ

の
デ
ー
タ
が
元
と

な
り
、
後
々
の
診

断
結
果
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
自
分

の
健
康
の
目
安
と

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

養老牛支部が健康講習会を開催

「体力測定と健康診断で気になる年齢をチェック!」

血圧を測定し、自らの健康管理を…

北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会
で
は
、

良
質
乳
生
産
を
目
的
に
本
年
度
で
第

十
二
回
と
な
る
乳
房
炎
防
除
検
討
会

が
二
月
十
七
日
、
北
海
道
第
二
水
産

ビ
ル
（
札
幌
市
）
で
関
係
者
約
四
百

名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
い
た
。

検
討
会
で
は
、
全
道
か
ら
各
地
域

で
乳
質
改
善
に
取
り
組
む
四
事
例
が

発
表
さ
れ
、
当
農
協
か
ら
も
販
売
事

業
部
生
産
振
興
課
高
橋
係
長
が
「
根

室
管
内
に
お
け
る
乳
質
改
善
の
取
り

組
み
」
と
題
し
て
、
平
成
十
五
年
度

以
降
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
乳
質
改

善
対
策
の
取
り
組
み
が
説
明
さ
れ
た
。

高
橋
係
長
か
ら「
乳
房
炎
対
策
は
、

短
期
的
解
決
策
が
望
ま
し
く
、
検
査

結
果
を
も
と
に
治
療
内
容
の
明
確
化

と
乳
房
炎
乳
の
排
除
に
よ
り
、
一
日

で
も
一
旬
で
も
多
く
バ
ル
ク
乳
三
十

万
以
下
を
見
せ
る
こ
と
が
お
互
い
の

自
信
と
な
り
、
長
期
安
定
に
向
け
た

総
合
的
な
改
善
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
」
と
貴
重
な
体
験
談
が
話
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
多
く
の
支
持
を
集
め
、

全
道
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
発
表

と
な
っ
た
。

【
乳
質
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
必
要
（
組
織

が
共
通
認
識
を
持
つ
）

②
成
績
公
表
に
よ
る
相
乗
効
果

③
徴
収
し
た
罰
則
金
は
生
産
者
へ

④
自
主
規
制
強
化
は
年
次
計
画
で

周
知

全
道
的
に
高
い
評
価
を
得
た
乳
質
改
善

第
十
二
回
乳
房
炎
防
除
検
討
会

根室管内の乳質改善事例を説明する高橋係長



12

北
海
道
酪
農
検
定
検
査
協
会
で
は
、
検
定

員
の
酪
農
知
識
向
上
と
検
定
組
合
等
の
適
正

な
運
営
を
図
る
た
め
二
月
二
十
八
日
、
北
海

道
厚
生
年
金
会
館
に
て
平
成
十
六
年
度
検
定

員
中
央
研
修
会
を
開
い
た
。

中
央
研
修
会
に
は
、
全
道
か
ら
約
三
百
名

が
出
席
し
、
計
根
別
乳
牛
検
定
組
合
か
ら
も

役
員
・
検
定
員
九
名
が
参
加
。

研
修
会
で
は
、
道
立
北
見
農
試
の
菊
地
専

技
が
「
産
業
的
な
背
景
と
考
え
方
」
と
題
し

た
講
義
を
受
け
た
。「
乳
房
炎
に
な
る
と
性

ホ
ル
モ
ン
・
熱
等
に
よ
り
繁
殖
も
悪
化
、
蹄

病
に
な
る
と
寝
起
き
・
発
情
兆
候
が
鈍
り
乳

房
炎
や
繁
殖
に
影
響
を
与
え
る
。
繁
殖
・
乳

房
炎
・
蹄
病
は
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
ど
れ

か
一
つ
を
克

服
す
る
こ
と

で
他
も
克
服

で
き
る
」
と

話
さ
れ
た
。

ま
た
、
中

標
津
乳
牛
検

定
組
合
か
ら

高
橋
春
樹
氏
に
よ
る
「
私
の
酪
農
経
営
と
乳

検
」、
旭
川
市
旭
山
動
物
園
の
副
園
長
坂
東

元
氏
よ
り「
伝
え
る
の
は
命
の
輝
き
」と
題
し

た
講
演
が
行

わ
れ
、
乳
検

デ
ー
タ
の
活

用
法
と
組
合

員
個
人
の
活

用
事
例
な
ど

を
学
ぶ
有
意

義
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

北
海
道
酪
農
検
定
検
査
協
会
で
は
、
前
日
の
中
央
研
修

会
に
引
き
続
き
、
検
定
農
家
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、

検
定
指
導
士
や
酪
農
技
術
員
の
研
修
を
行
い
、
検
定
事
業

の
健
全
な
推
進
に
努
め
る
べ
く
、
三
月
一
日
、
Ｊ
Ａ
北
農

ビ
ル
に
て
検
定
情
報
活
用
研
修
会
を
開
い
た
。

研
修
会
に
は
、
全
道
か
ら
営
農
指
導
業
務
に
携
わ
る
約

百
二
十
名
が
集
い
、
当
組
合
か
ら
も
三
名
（
松
田
、飯
島

検
定
員
、桜
井
事
務
局
）の
検
定
指
導
員
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、農
業
試
験
場
、共
済
組
合
、普
及
セ
ン
タ

ー
、検
定
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
務
め
、乳
検
成
績
の
活

用
目
的
や
獣
医
師
の
立
場
で
の
デ
ー
タ
活
用
、
検
定
成
績

を
活
用
し
た
組
合
と

し
て
の
取
り
組
み
、

検
定
成
績
を
活
用
し

た
問
題
点
の
発
掘
な

ど
乳
検
デ
ー
タ
が
経

営
に
果
た
す
役
割
を

学
び
、
参
加
し
た
検

定
指
導
員
も
営
農
指

導
業
務
の
参
考
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

乳
検
デ
ー
タ
が

酪
農
経
営
に
果
た
す
役
割
を
学
ぶ

計
根
別
乳
牛
検
定
組
合

乳牛の三大疾病克服の重要性と�
　  乳検データの活用事例を学ぶ�
乳牛の三大疾病克服の重要性と�
　  乳検データの活用事例を学ぶ�

計根別�
乳牛検定�
組合�

全道から約300名の関係者が会場を埋め尽くしました

乳検協会宮川専務理事の挨拶で
開会された中央研修会

北見農試 菊地専技が乳検データの活用を…

何故か和やかな表情を見せる参加者
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図1　早春の施肥時期が1番草収量、有穂茎数に及ぼす影響�
（1985　松中・小関）�

�

養分障害例�

苦 土 欠 乏�

カ リ 欠 乏�

窒 素 過 剰�

�

表1　イネ科の主な養分障害�

症　　　　　　　　　　状��

葉脈がスジ状に黄化する�

葉先から赤く枯れ、葉に赤っぽい斑点が現れる。�

葉色が濃い緑色を呈する。�

�

タイプ�
１�
２�
３�
４�
�

表2　チモシー主体草地の植生タイプと施肥標準（㎏／10a）（年間）�

チモシー割合�
50％以上�
50％以上�
50％以上�
70％以上�
�

マメ科割合�
30％以上�
15～30％�
５～15％�
５％未満�
�

窒　素�
４�
６�
10�
16�
�

リン酸�
10�
８�
８�
８�

カ　リ�
18�
18�
18�
18

  どんな草地か（目安）�
更新から４年程度の草地�
更新から５年以上の草地�
多くの草地がこの分類�
マメ科の消えた古い草地�

�

�
　これから雪解けがどんどん進み、間もなく春の施肥時期がやって来ます。各

作業機械の整備等は万全でしょうか？�

�

[１]　施肥のタイミング�
　早春の施肥時期は萌芽期の施肥が最も収量が多くなります。遅れれば遅れるほ

ど、収量が減少する傾向が見られます（図１）。�

　平年の萌芽期は４月末頃です。雪解け後、トラクターが草地に入れるようにな

れば、速やかに肥料散布ができるよう、準備しましょう。�

�

[２]　糞尿を散布した草地の施肥�
①糞尿による草地への影響�

　昨秋から草地での野積みが禁止されました。そのため堆肥化施設における堆積量が増加し、腐熟化させることが難しくなっ

ています。未熟堆肥の散布により、これまで以上に草地の雑草が増えてくることが予想されます。�

　また、年間に施用される糞尿量は今までと変わらないかもしれませんが、肥効の高い未熟堆肥の散布が増える事で、より多

くの肥料成分が土壌中に還元されることになります。�

　従来と同様な施肥銘柄、施用量では土壌中の肥料成分の過不足が生じ、ミネラルバランスが崩壊します。特に「カリ過剰に

よる苦土欠乏」が顕著に現れます（表１参考）。�

　これらのことは結果的に収量の低下やサイレージ品質の低下につながります。よりよい粗飼料を生産するために、今一度施

肥について見直してみませんか？�

　堆肥やスラリーは腐熟の度合い、曝気（ばっき）の有

無で肥料成分が変化します。それぞれの成分をしっかり

把握するために、散布前に糞尿分析を行なって状態を知

る事が重要です。�

簡易糞尿分析や、施肥設計など詳しいことは普及センタ

ーまでお問い合わせください。�

　土壌分析については各農協担当課へ依頼してください。�

②施肥の考え方�

　１） 基本はマメ科の割合別による施肥標準を参考にする（表２）。�

　２） 草地に施用した糞尿量を把握する。�

　３） 表３より草地に還元された肥料成分量を計算する。�

　４） 施肥標準から３）を引いたものが、化学肥料による年間施肥量となる。�

　５） ４）の施肥量は年間施用量なので、その２／３を春の施肥量とする。�

�

�

�

�

�

�

�
　　土壌ｐＨの考え方�
　チモシーやマメ科牧草にはそれぞれ生育に適したｐHがあります。チモシーの生育適正ｐHは5.5以上、マメ科牧草は6.0以

上です。草地土壌は化成肥料の流亡等により、少しずつ酸性化していきます。更新時以来、草地に土壌改良材を投入してい

ないという声も聞かれます。永らく炭カル等、土壌改良材を投入していない草地は、マメ科牧草が減少したり、雑草の増加

などが見られます。�

　ｐHを0.1上昇させるのに必要なおおよその炭カル量（10aあたり）は以下のとおりです。�

　標　津…60㎏　　中標津…50㎏　　計根別…40㎏�

土壌ｐHの維持は作物生産の基本です。適度なマメ科率を維持し、草地の酸性化を防ぐためにも、少なくとも２～３年に一

度は炭カル等土壌改良材を施用するようにしましょう。�

�
堆　　肥�
スラリー�
尿�
�

窒　素�
１�
２�
５�
�

リン酸�
１�
0.5�
０�
�

カ　リ�
３�
４�
11�
�

表3　標準的な糞尿の肥料成分値（㎏／1t）�

※この表は分析を行なわない場合に暫時的に用�
　いる数値です。�

（4/末頃）� （5/下旬）� （6/上旬）�
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三
月
二
十
九
〜
三
十
日
、
本
別
集

落
と
大
成
集
落
で
は
、
中
山
間
事
業

の
最
終
年
度
と
な
る
定
期
総
会
を
開

催
し
た
。

中
山
間
事
業
も
平
成
十
二
年
よ
り

事
業
が
実
施
さ
れ
、
生
産
性
の
向
上

を
目
的
と
し
た
構
内
舗
装
。
農
業
の

多
面
的
機
能
を
促
進
す
る
会
館
及
び

牛
舎
周
辺
環
境
整
備
、廃
プ
ラ
回
収
、

花
の
苗
を
配
布
し
た
環
境
美
化
な
ど

に
取
り
組
み
、
地
域
に
と
っ
て
大
き

な
成
果
を
挙
げ
た
。

本
別
集
落
の
定
期
総
会
で
は
、
長

尾
代
表
か
ら
「
次
年
度
以
降
も
五
年

間
の
事
業
継
続
が
決
定
さ
れ
た
が
、

別
海
町
一
集
落
構
想
や
全
町
で
の
取

り
組
み
が
検
討
さ
れ
る
な
か
、
集
落

で
の
共
同
取
組
活

動
や
個
人
配
分
が

抑
制
さ
れ
る
」
と

話
さ
れ
た
。

ま
た
、
両
集
落

の
定
期
総
会
で
は

次
年
度
対
策
に
話

題
が
集
中
。
来
賓

と
し
て
出
席
さ
れ

た
纐
纈
組
合
長
か

ら
「
行
政
で
は
、

草
地
の
航
空
写

真
、
ヘ
ル
パ
ー
助

成
、
河
川
周
辺
の

植
林
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
農

協
と
し
て
は
、
事
業
の
主
旨
か
ら
も

集
落
ご
と
の
歩
調
を
合
わ
せ
て
草
地

更
新
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
今

後
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
役
員
か
ら
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
話
さ
れ
、「
面
積

確
定
、
事
業
計
画
、
集
落
の
統
合
、

役
員
体
制
な
ど
の
課
題
を
早
急
に
取

り
組
む
」
と
の
事
で
あ
り
、
次
年
度

対
策
に
向
け
て
積
極
的
な
事
業
展
開

が
期
待
さ
れ
る
総
会
と
な
っ
た
。

5年間の事業を完了した中山間事業�5年間の事業を完了した中山間事業�5年間の事業を完了した中山間事業�
次年度対策に大きな期待を…�中山間事業  本別集落・中山間事業  大成集落�

�

纐纈組合長が次期対策に向けた話題提供を…

次期対策の行方が気になる出席者

事業内容を説明する本別集落役員JA計根別金融課18-2111



き
り
と
り
線�

きりとり線�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D Ｅ� Ｆ� G H

1

11 12 13 14

3 4

7 8 9

2018 19

15 16 17 15

24 2522 23

3129 30

26 27

2 5

33 34 35

32

6

28

37 38

A

B

10

21

C

D G

F

H

36

E

cタテのキー
1 日本でも大ヒット！ヨン様主演の

ドラマ「冬の○○○」

2 友を呼ぶ？

3 韓国では、垢すりや足つぼ○○○

○○も盛んですね

4 コレが詰まったタイヤキのこと

を、韓国では「プンオパン」と言

います

5 ビビンバには欠かせない、モヤシ

やゼンマイの和え物

6 特定の場所に居続けること

8 ゴルフで、グリーンめがけて寄せ

打ちすること

9 チョナン・○○＝草なぎ剛さん

12 ツヤ出しのために塗ります

14 韓国では蒸し餅が代表的

16 関係ないのに災難をこうむること

17 麻雀の○○○が１人足りないなぁ

18 駅伝でつなぎます

20 オーバーすると足が出ます

21 韓国でイエスは「ネー」、○○は「ア

ニヨー」と言います

23 学校や会社で、病気やケガを見て

もらいます

25 ○○○パーティー、○○○行列

27 韓国で使われる文字

28 スカートは「チマ」、上着は？

30 韓国にも日本にもある、昔のお墓

31 翼があるから韓国も日本も自由に

往来できます

32 タッチアウト！好返球とキャッチ

ャーのブロックで本塁を○○○！

33 韓国の焼き鳥にももちろん必要？

35 名声を得て社会的○○を確立

aヨコのキー
1 韓国の首都は？

4 現地の人に頼めば観光もより楽し

めますね

7 大物から感じるプレッシャー

10 ○○を通せば道理が引っ込む

11 人生山あり○○あり

13 博多から高速船で３時間、ヨコ１

に次ぐ都市で韓国最大の港町

14 本場の焼肉店で、おいしいこのお

肉が食べた～い！

15 飲み物を飲むための細長い管

17 三度の○○より好き！

19 ○○○○○アップした改良版が登

場

21 ごま油を塗って塩をまぶした韓国

○○

22 右打席から左打席に○○○○

24 2002年のワールドカップでは韓

国チームがベスト４の快挙を達成!

26 韓国料理の中で最も有名な、辛～

い食べ物と言えば？

27 コレを押したようなお決まりの返

答

29 漢字では「珪素」と書く、半導体

に使われる物質

31 希望や批判を書いて送ります

33 韓国も日本も家の中では脱ぎます

34 「てっちり」とも言います

36 授業中は慎みましょう

37 ホモサピエンス

38 韓国映画ブームの火付け役となっ

た、カン・ジェギュ監督の作品

は？

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（8-2556）お願いします。

《締め切り》平成17年４月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

あ
と
が
き

三
月
に
な
っ
て
雪
解
け
が
進
み
、
例
年
よ
り
早
い
春
の
訪
れ
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
が
、
と
き
よ
り
降
り
続
く
雪
と
地
吹
雪
に
春
の
遠
さ
を
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
三
月
に
入
っ
て
乳
価
関
連
対
策
が
決
定
さ
れ
、
脱
粉
処
理
問

題
な
ど
が
要
因
と
な
り
補
給
金
単
価
の
引
き
下
げ
、
限
度
数
量
五
万
ト

ン
削
減
、
消
費
が
見
込
ま
れ
る
チ
ー
ズ
の
生
産
枠
が
拡
大
さ
れ
た
も
の

の
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
等
の
製
造
能
力
が
問
わ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
日
の
テ
レ
ビ
放
送
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を

使
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
方
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
後
、
Ａ
コ
ー
プ

の
売
り
場
を
見
て
み
る
と
驚
く
こ
と
に〝
在
庫
切
れ
〞。
商
品
入
荷
の
目

途
も
た
た
ず
、
ど
こ
の
店
先
で
も
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
が
爆
発
的
に
売
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
機
を
逃
さ
な
い
商
品
供
給
が
〝
今
〞
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
、
脱
脂
粉
乳
消
費
拡
大
の
救
世

主
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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クロスワードパズル３月号の答え�

オープンセン�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�
すてきなプレゼントを差し上げます。�
企画振興係でお受け取り下さい。�

林　圭介さん　斉藤  勝子さん　中田美智子さん �
小萩  綾佳さん　加藤  敬枝さん�



た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
育
ん
だ
学
び
舎
も
　
ふ
さ
わ�

し
い
潮
時
　
を
迎
え
て
の
閉
校
と
な
っ
た
。�

��
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〝鐘〟
３月18日、計根別農業協同組合事務所にて

〝鐘〟の授与式が行われた。

当農協では、ＮＰＯ法人伝成館まちづくり

協議会より「伝成館（根釧農業試験場旧庁舎）

に鐘を復元させたい」との意思を受け、昭和

初期の鐘の音を蘇らせようと船舶号鐘である

〝鐘〟を寄贈した。

朝
晩
は
氷
点
下
二
十
度
以
下
と
厳
し
い
冷
え
込
み
で
す
が
、
日
中

新
し
い
年
度
に
入
り
、
各
団
体
、
組
織
の
総
会
等
で
多
忙
な
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
農
協
の
十
六
年
度
事
業
も
終
結
し
、
決
算
も
ほ
ぼ

確
定
し
ま
し
た
が
、
生
乳
生
産
が
減
少
し
た
為
に
収
支
も
少
し
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
七
年
度
に
向
け
て
の
事
業
方
針
を
役
職
員
が
頭
を
悩
ま

せ
な
が
ら
粗
々
の
方
向
を
作
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
乳
牛
の
疾
病
。
と
く
に
、
乳
房
炎
・
繁
殖
障
害
の
予
防

に
今
一
度
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
酪
農
家
も
こ

の
疾
病
に
は
長
い
間
泣
か
さ
れ
、
悩
ん
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
乳
牛

資
源
の
需
要
増
に
よ
る
高
値
は
、
後
継
牛
確
保
に
も
支
障
を
来
た
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
何
よ
り
も
乳
牛
の
短
命
は
経
済
的
に
も
大
き

な
損
失
を
も
た
ら
し
、
一
乳
期
で
た
く
さ
ん
搾
る
よ
り
も
生
涯
乳
量

で
成
績
を
残
す
の
が
一
番
で
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
乾
乳
期
の
飼

養
管
理
に
注
視
し
、
指
導
・
支
援
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
生
産
者
の
方
々
に
も
乳
牛
に
対
し
て
の
適
切
な
〝
栄
養
〞
を

考
え
、
生
産
環
境
で
は
〝
衛
生
〞
管
理
に
よ
り
注
意
・
工
夫
を
お
願

い
し
、
日
々
乳
牛
の
発
情
発
見
に
は
根
性
を
据
え
て
看
視
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
草
地
更
新
率
が
異
常
に
低
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
自
給
飼

料
の
質
の
低
下
と
生
乳
生
産
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
堆
肥
の

野
積
み
禁
止
の
観
点
か
ら
も
春
の
耕
起
も
一
つ
の
方
法
と
思
い
ま

す
。
農
協
も
更
新
率
を
高
め
る
施
策
を
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
月
二
十
五
日
よ
り
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
す

が
、
皆
様
の
悩
み
、
意
見
を
た
く
さ
ん
頂
き
、
農
協
事
業
に
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
一
戸
一
名
必
ず
時
間
を
守
っ
て
出
席
願
い
ま

す
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日

纐
纈
　
成
喜


